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漢 字 の 意 味 に つ い て
武 部 良 明
L考 察の観点
漢字学習の難 しさの一つは・その宇種が極めて多い とい うことである。
目常用いるのが三,四千 といっても,学習者 としては,次から次 と新出す
る漢字に追われるわけである。それを組み合わせた漢字熟語となるとほと
んど無限であり,辞書 もその採録に追い付かない くらいである。
しかし,新出の漢字熟語についてそのっど個別的な学習 を要するかとい
うと,必ず しもそうではない。それは,多 くの漢字熟語の意味がそれを構
成する漢字の意味の緯み合わせによって成 り立っからである。このことは・
実は,個々の漢字にっいても同じである。それは,基本的な漢字が直接意
味を表す とともに,多 くの漢掌がそれらの組み合わせによって成 り立っか
らである。っま り,漢字そのものが本来は意味を表 しているのであP,漢
字熟語もそのような漢字の複合癒のである。漢字にっいて,ローマ字 のよ
うな音と結び付いた文字と同じように扱おうとしても,学習の効果が上が
らないのは当然である。
そこで,こ こでは,そのような漢字について意味 との関連 を明 らかにす
るため,幾 っかの観点から取 り上げたい と思 う。以下,字 体 と読み方 をそ
れぞれ意味 との関連において取 り上げるのは このためである。そのあ と,
熟語の構成 を取 り上げ,ま た意味の派生関係にも及ぴたいと思 う。こ うし
て,漢字 と意味との関連が明らかになれ ぱ,学習 の負担 もそれだけ軽減さ
れるに違 いないというのが筆者 の考 えである。
???
2・ 漢字の意味 と字体一 象形 ・指事の場合
まず,漢 字 の意 味 と字体 との関連 か ら取 り上 げるこ とにす る。漢字 とい
うのは,象 形文字 の代 表 と考え られ ているよ うに,具 体的 な事物 を表 す文
宇 を絵 から作 ることが基本 となっている。 した がって,そ のよ うに して作
られた漢字 の揚合 は,そ の字体 か らその表 す意味 を読み取 る ことが容易 な
はず である。
その場合,複 雑 な形 から簡単 な形 に整 え られ て全体 の骨組 みだ けを残 す
よ うになった が・ それ で も 「田」や 「門」 を見て 「四角 に区切 られた タ」
や 「とびらの付いたモ ン」 を思 い 浮 かべ ることが それ ほど 困難 ではない。
「木」で も 「竹」 で も,元 になった 絵 との 関連 を説明 されれ ぱ,な るほ ど
と,魁えて くるのであるウ
ただ し,漢 字 とい うものが文宇 として整 え られ る過程 を見 る と,そ こに
結果的 に三つ の約束事 が行 われている。 その一つ は,曲 線 を用 いず直線 に
改 めた とい うこ とである。一般 に絵 とい うものは現在 で も曲線 を用 い るこ
とが多 いが,文 字 としては直線 を基本 として整 えられてい る。そのこ とは,
次のよ うな例 を見れ ば明 らかである。
月 … 三 日月 のよ うなッキの輪郭 の中に暗 い部 分が点二 つの形で添 えら
れ ていたが、 それ が 「月」 に なった。
山 … 三 っの峰 を持っ ヤマの形で示 した が,そ れが直線 を基本 として骨
組 みだけ を残す 「山」 になった。
これ らを元 の絵 に還元す る場合 は,直線 を曲線 に改 めるこ とが必要 である。
二 っめは,円 形 を用 いず 四角形 に改 めるとい うこ』とで あるが,こ れ は曲
線 を直線化 する行 き方 か ら導 き出 され る当然の改 変であ る。
口¶一 人 のクチの形は平 たい円形で あるが・それが四角 形 に整 えられて
「口」 になった。
日・一 太陽 の形 は 円形 であ 窮 中に黒 点 を表 す点 が加 え られ ていたが・
輪郭 が四角 形に整 え られて 「目」 になった。
した がって,四 角形 については,円 形 の改変で はないか と考 えてみ るこ と
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ボ必要 である。
三 つめ は,全体 が縦形 か横形 に整え られた とい うこ とであ る。これ は・そ
れぞれの漢字 が四角 形にま とめ られ る過程 にお いて行われた改 変である。
目・一 メジ リのつ り上 がったメの形 は本来 は左右 とも斜 めのはずである
が、 それが縦 形の 「目」 になった。
女 ・一 斜 め に前 かがみにひ ざまず いて両手 を組み合 わせた のが元の形 で
あるか ら,そ の背中に当たる部分 は本来 は斜 めのはずで ある。 そ
れ が横 の 「一」 にな 弘 そのた め両手 の 部分 ぶ下 に向いて 「女」
になった。
したがって,縦 形 や横形 となって いて も,斜 めの改変で はないか と考 える
ことが必要 である。
いずれ に して も,こ のよ うな約束事 に基づ い て漢 字 を眺 めて み る と,
「鳥」や 「魚」 か らそ の元 にな った トリや サ カナを思 い浮 かべ ることが ,
決 して困難 ではない。 これ が象形文宇 の特徴で ある。
なお・象形文字 の中には,具 体的 な事柄 を表 す文字 を関連 する絵 か ら作
った もの も見 られ るのである。
大 … オオキイ意味 を表す のに,人 が両手 両足 を広 げ て立 って い る形
「大」 を用 いた。
交 … マ ジワル意味 を表す のに,人 が両足 を組 み合 わせ る形 「交」 を用
いた。
自 ・一 鼻 を指 して ジプンを示 した ところか ら,ジ ブンの意味 を表 す のに
ハ ナの形 「自」 を用いた。
方 ・・一旗 でムキを示 した ところか ら,ム キの意 味 を表す のにハタをハ タ
ザオ に付 けた形 「方」・を用 いた。
これ らも象形文字 であるが,こ のよ うな説明 を受 けれ ば,特 定 の意味 を表
すのにその字体 を用 いる理 由 も納得 できるのである.
以上 が漢字 の基本 とされ る象 形文字 の実体 である。 しかし,こ の種 の適
当な絵 を用 いるこ とができない場合 には,事 柄 や事物 の関係 を記号 で示 す
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こ とにもなった、 これ が指 事文字 と呼 ばれ るグルー プで,数 を表す 「一 ・
二 ・三」 などがそ の例 である。
指事文宇 の揚 合 は・直接 に は絵 と結 び付 かない点 が・蔀記象形文字 の揚
合 と異 なって いる。 しかし,そ の表 す意味 と字体 とが容易 に結 び付 くこと
に変 わ りはないのである。
上 ・下 ・一 基本 の位 置 を示す横画 「一 」 のウエにシルシ を加 えた 「上」
で ウエ を表 し,シ タにシル シを加 えた 「下」 でシタ を表 した。
本 ・末 一 ・「木」 の下 の部分 にシル シ を加 えた 「本 」 でモ トを 表 し,上
の部 分 にシルシ を加 えた 「末」 でスエを表 した。
指事文字 の場合 にも改変 が 行われ るか ら,r中」の四角形 の部分 が本 来 は
円形 であ り,「回」 の角 ばった部分 も,本 来 はウズマキ型 の曲線 である。
このよ うに 見て くると,象 形文 宇 の グループ も指 事文字 の グルー プ も,
漢 字の字体 その ものが直接意味を表 す点で共通 している。漢字 をじっ と眺
めている と,そ こか らあるイメージ がわいて くる,そ のよ うに して意 味 と
宇体 と結び付 くのが,こ の種 の漢字 の実情 なのであ る。
3,漢 字の意味 と字体 会 意 ・形声 の場合
漢字 の意味 と字体 との関達 を考 え る場合,理 解 しやすい のは象形文字 や
指事文字 のグルー プである。 しか し,実 際問題 として,象 形 ・指事 によ づ
て作 られ た漢字 は,そ れ ほ ど多 くは ない。大部分 の漢字 は,そ のよ うに し
て作 られ た憂成文字 を組み合 わせ た ものである.こ うして,次 々 と作 られ
てきたのが,会 意文字 と形声文字 で ある。
まず,会 意文字 から取 り上 げる こ とにす る。会意文字 とい うの は,二 っ
以上 の既 成文字 を組 み合 わせ て特 定 の意 味を表 した ものである。例 えば,
ら怠」や 「庫 」の場合 が これ である。
、息・・一イキ をハナか ら出 るココ ロと考 えンハナ を表す 「自」 とココロを
表 す 「心 」 を組み合 わせ た 「息」 でイキ を表 した。
庫 一 ・クラをクルマな どを入れ るタテモ ノと考 え・上 と後 ろに覆 い のあ
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るタテモ ノの中に クルマ を入れ た 「庫」 でクラを表 した。
した がって,会 意文 宇の場合 は,構 成部分 の意味 から全体の意味 を類推 す
ることが可能 である。 「斤(カバネ〉」が シ リを表 す こ とを知 って い れ ば,
「尾」 溝そこに生 えている 「毛」 としてのオ を表 し,「尿」 がそ こか ら出る
「水」 として の ニ ョウを表 す ことも分 かる.そ うすれ ば,一 般 には 用 いな
い 「展」 の意味 も、 シ リか ら出 る 「米 」 としてのク ソの意味 だ とい うこ と
が類推 できるのであるo
なお,こ のよ うな既成文 字の組み合 わせ は,名 詞的 な意 味 を表 す文字 だ
けで な く,動 詞 や形容詞 を表す文字 に も及 んでいる。
看 ・一 「目」 の上 に 「手」 をか ざした 「看」で,そ のよ うに して ミル意味
を表 した。
休 ・一 「木」 の積 に 「入」 を添 えた 「休」 で,そ のよ うに してヤ スム意味
を表 した。
貧 … 「貝(財産)」と 「分(わ ける〉」 を組み合わせた 「貧」 で,財 産 を分
けた結果 としてのマズシイ を表 した。
美 一 ・「羊(ひっ じ)」と 「大(おおきい〉」 を組 み合 わせた 「美 」 で,そ の
よ うな羊 の様子 ウツクシィ を表 した.
こ うして,二 っ以上 の既 成文字 を組 み合 わせる こ とによ り,数 多 くの会意
文字 が作 られた のであ る。
目次 に・形声文字 であるが・この ほ うは,一 般的 な意味 を表す基本部分 に,
種類 を表す付随部分 を紐 み合 わせた ものである、例 えば,「口(クチ の形 の
象形)」と権力 の象徴 として の 「刀(カタナの形 の象形)」を組 み合 わ せ た
「召」 で人 を集 める意味のメ.スとした の は 会意文字 で あ る、 これ に対 し,
r召」 を基本 部分 として組み合 わせたのが,.次のよ うな形声文 字であ る。
招 一 ・テヘ ンを添 えて,手 の動作 で集 める意 味のマ ネクを表 した。
詔 … ゴンベ ンを添 えて,言 葉 で集 める意味 のミコ トノ リを表 した。
沼 一 ・サ ンズイを添 えて,ま わ りの水 を集 めた ところヌマ を表 した。
昭 … ニチヘ ンを添 えて,目 を集 めた様 子ア キラカを表 した。
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照 ・一 それ に火 を表す レンガを添 えて,ア カルイだ けで な くア ッイ意 味
を加 えた動作 テルを表 した。
形声 文字 の基本 部分 は,単 に字音(こ の場合 はショウ)を表 すだけでな く,
共通 の意 味(この場合 はア ツメル〉も表 すわ けであ る。
したが って,形 声文字 の揚合 も,構 成部分 の意味 か ら全体 の意味 を類 推
す るこ とが可能で ある。例 えば 「化」で あるが,こ れはバケル意 味 を 「入」
とその逆 のrY」 を組み合 わせて表 した会 意文 字で ある・ これ にクサ カン
ム リを添 えた 「花」 でクサ のバケたハ ナ を表 し,カ ワヘ ン を添 えた.「靴」
で カワのバケた クツ を表 す の が形声文字 で あ る。 そ うい うことが分 かれ
ば,一 般 には用 いない 「誰」 がコ トバのバケたナマ リを表す ことも類推 で
きるよ うになる,こ れが形声文字 の実情 で ある。
なお,形 声文字 の中 には,基 本部 分 が独立 の文字 として用 いられない も
の も少 な くない。 しか し,そ うい う揚 合 鶴 基 本部分 を共有す る文字 とい
うこ とで,相 互 の意味は関連 している。例 えば,「栽'・裁 ・載 」であるが,
共通 の基本部分 は,ホ コの形でキル意味 を表 して いる。
栽 ・一枝 をキッテ木 を育 てることで,ウ エル意味 を表 した。
裁 ・一布 をキッテ衣 を作 ることで,タ ツ意味 を表 した。
載 一 ・荷 物 をキッテ車 に積 むことで,ノ セル意味 を表 した。
このよ うに考え て くれ ぱ,一 般 には用 いない 「哉」 の意昧 も,言 葉 をキッ
テ感嘆 の気持 ち を口か ら出す詠嘆 の助詞 カナ の意味 として理解 できるわ け
であ る。
以上 のよ うに説朋 して くる と,象 形文字 ・指事文字 の揚合 には意味 の表
し方 が直接的 であ り,会 意文字 ・形声文字 の場合 はそれ が問接的 だとい う
ことも分 かる。 しか し,後 者 の場合 も,そ の意味 に関す る情報 をその字体.
か ら取 り出ナ こ とがそれ ほ ど厘難 ではない のであ る.そ の、点ではン漢 字 を
じっ と眺 めてい る とイメージがわいて くることに変わ りはな く・その よ う
に して字体 と意味 とを関連 づ けることが,や は り,効 果的 だ と言 えるので
あるP
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4。 漢字 の意味 と読み方一 字訓の場合
次 に・漢字 の意味 と読み方 との関連 を取 り上 げるこ とにす る。漢宇 の読
み方 としては字音 と字 訓 とに 分 けて考 えるのが普 通 であるが,そ の うち,
まず意昧 と字訓 との関連 はど うか とい うことである。
この場合,漢 字 の字 訓 とい うの は,そ の漢字 の中国語 として の意味 に当
たる 日本語 が,そ の読 み方 として固定 した ものである。 したがって,漢 字
の意味 はその字訓に現 れてい ると考えてよいのである。.すなわ ち,そ の漢
字 の意味全体 に当たる適 当な 日本語 びあれ ば,そ れ がそのままそ の漢字 の
字訓 である6次 のよ うな字 訓 も,そ のよ うな立揚 での訳語 と考 えて よい の
である。
山 一 ・やま 森 一 ・もり 見 ・.一み る'忘 ・一 わすれ る
長 ・一 ながい 寒 ・一 さむい
逆 にい えば,そ の漢字 の表 す意 味 を目本語 で何 とい うか を考 えることによ
り,そ の漢字 の字 訓 を導 き出す こ とが可能である。「山」 とい う漢字 の意
味を表す 目本語 が 「や ま」 であるこ とを知 って いれ ば、「山」 を宇訓 で読
む ときに 「やま」 と読 んでよいのである。
た だし,そ れぞれの漢字 の持 っ意 味 とい う立場 で考 えると,そ れ に当た
る目本語が 一っ とは 限 らない こ とに なる。.「囲」 の字訓 が 「か こむ ・か こ
う」 となるの も,r幸」 の字訓 が 「さいわい・さち・しあわせ」 となるの も,
それぞれの意 味に当た る 目本語 が二つ も三つ も見 られ るか らである。 中に
は,「上」や 「下」 のよ うに特に数 多 くの字訓 を持 っ漢字 が見 られ るのも,
このた めで ある。
上 ・一 うえ ・.かみ ・・あげる ・あがる ・のぽる ・,のぽせ る ・のぼす
下 一 σした ・目しも ・もと ・さげる ・さがる ・くだる ・くだす ・おろす ・
お りる
これらはいずれ も 「上」や 「下」 とい う漢字 の意味 に当た る日本 語が,そ
の読み方 として 固定 した もゐである。一般 に二 つ の言語 を対照 した 揚合,
それぞれの語が 意 味 の立揚 で1:1の 対応 をす ることは少ない とされ てい
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る。 したがって,一 つの漢字 の表す意 味 に当た る訳語 がい ろい ろ見 られ て
も,そ れ は当然 の ことである。上記 「上」 や 「下」 の字訓 も,そ れぞれ の
漢字 の意 喋 をとらえる ことによ り,そ の意 廉 を目本 語 で何 とい うか と考 え
て導 き出す ことので きる訳語 である。
以上 は普 通に宇訓 の用い られ る漢字 の揚 合 であるが,す べて の漢字 に字
訓 が見 られ るか とい うと,必 ず レもそ うではない。中 には字訓 を欠 く.もの
があるこ とは,r京 ・央 ・意 ・全 ・応 ・報 」な どに見 る とお9で ある・ しか
し,そ うか といって・ これ らの漢字 が意味 を持 っていない とい うこ とでは
ない。 こ うい う場合 に も,漢 字 を扱 うに当 たってはその意 味 を知 るこ とが
重要 である.そ うして,そ の意味 を記憶 に留 めるには,詳 しい解説 よ りも
簡単 な単語 と対応 させるほ うが効果的 である。その点 では・普通 に字訓 を
用 いない漢字 の場合 も,古 くか ら行 われ た宇訓 を参考 にする行 き方 が役 に
立 っのである。例 えば,前 記 の漢字 の場合 も,次 のよ うな字訓 を利用 する
に越 した こ とはない。
京 ・』・みや こ 央 ・一 なかば 意 一 ・こころ 全 … すぺて
応 一 ■こたえ る 報 一 ・しらせ る
このよ うに してそれぞれの漢字 の意味 を宇訓 の形 で心得 ることが,漢 字 を
扱 う上でい ろい ろ と役 に立つのである。
ところで,漢 字 を広 くそ の字訓 とい う立揚 でま とめてみ る と,同 じ宇訓
を持つ ものか他 に も見 られ ることは,「町 ・街 …ま ち」「尋 ・訪 …たず ねる」
「暑 ・熱… あっ い」 な どに見 る とお りである。 これ が異字同訓 の揚合 で ある
が,字 訓 が同 じだか らとい って,そ の意味 が全 く同 じかとい うと,そ うで
はない。漢字 はそれ ぞれ独 自の意味 を持 って いて,漢 字 が異 なれ ば意味 も
異 な るのが普通 である。 その場合 に同訓 の漢字 が見 られ るのは,そ れ ぞれ
の漢字 の意味 を簡単 な単語 と対応 させたか らである。 したがって,同 訓 の
漢字 も,そ の意昧 の詳 しい解説 を求 めれ ば,そ こに意 昧の細 かい違い が見
られ るわ け目で ある。
例 えば,前 記 の異字 同訓 の漢字であるが・そ こに は次 のよ うな違 いが見
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られ るのである。
{
町 一 ・人 の住 む家 が集 まってい るマチ。 國 町 と村 織物 の町
街 ・一 店 などが道 に沿 って並んでい るマチ。画 学生 の街 街 の明 か り
{
尋 ・一知らないことを明らかにするために他の人にタズネル。 國 道
を尋ねる 先生に尋ねる
訪 一 ・他の人の家などへわざわざ会いに行 く形でタズネル。 國 知入
を訪ねる 史跡を訪ねる目
{
暑 一 ・体の全体で感 じる温度が高過ぎて気持ちがよくないようすのア
目ッイ。「寒」 の対 。 圖 暑い 日.夏 は特 に暑い
熱 ・一 そ のものの全体 の温度 が非常 に高 いよ うす の ア ッィ。「冷」 の
対。 魑 熱 いスープ 体 が熱い・
したがって,そ れ ぞれ の漢宇 を使 い分 ける場合 には,こ のよ うな細 かい意
味の違 いに基づ かなけれ ばな らない ので ある。 このこ とも,漢 字 が意 味を
表す文字 である と考 えれ ば,極 めて当然 のことである。
5・ 漢字 の意 味と読み方一 字音の場合
次 に,漢 字 の意味 と字音 との関連 に移 る。漢字 の字音 とい うのは,そ の
漢宇 の中国語 としての発音 に基づ く読み方 で あるか ら・その漢字 とともに
伝わった読み方 と考 えるべ きである。
その場合,目 本 に伝 わった時期 と経路 によ り,呉 音 と漢音 を分 けるのが
普通 である。比較的 古 く仏教 とともに伝わったのが呉音 で,そ のあ と遣唐
使 が 中国 の標 準音 として 伝 えた のが 漢音で ある。 こ うして,同 じ漢字 で
も,次 のよ うに二 っの字音 を持 っ ものが少 な くない、
大…ダイ ・タイ 下…ゲ ・力 後 … ゴ ・コウ
今 ・・コ ン ・キン 兄 …キ ョウ ・ケイ ー …イチ ・イ ツ
カ… リキ ・リョク 去… コ ・キ ョ ロ… ク ・]ウ
しか し,こ れ を意 味の立場 か ら取 り上 げると,い ずれ の読 み方 をして もそ
の意味に変 わ りのないのが原則 である。その理 由は,漢 字 び異なれば意味
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も異 なる とともに,同 じ漢 字 は同 じ意 味を持 っのが原則 だか らである.
ところで,漢 字 の字音 が中国語 としての発音 に基づ く読 み方 である とす
れ ば,そ の発音 の違 いが本来 は意 味の違 いに 結 ぴ付 いていたはず である。
.それ が,日 本語 の中に取 り入れ られて 細 かい発音 の区別 を失 った こ とは・
英語 を外来語 として取 り入 れた揚合 と同 じで ある。 こ うして・本来 の中国
'語 として発音 が異 なって いた と考え られ る漢 字 の中 にも,目同 じ字音 を持っ
ものが生 まれ るよ うになった。それ で も,字 音仮 名遣い が異 なれ ば,か つ
ては異 なる字音 を持 っていた。それ が,そ め後 の歴 史的 な音韻 変化 を経 て
同音 の ものが 増 えた ことは,広 く知 られ てい る とお りである。 そ うして・
r現代 かなづ かい」 の適用によ 窮 そのよ うな 表記面での 書 き分 け も失 わ
れ ン例 えば次 のよ うな漢字 が同音同仮 名の字 音 を持 つに至 ったo
コゥー ・口 工 公 孔 功 巧 広 甲 交 光 向 后 好 江 考...
セイ … 井 世 正 生 成 西 声 制 姓 征 性 斉 青 政 星,、,
こ うして,普 通 に用 い られ る漢字 の中 にも,同 音同仮名 の字音 を持 つ もの
が非 常に多 くなったわけである。
その うえ,字 音 の中には,熟 語 の前部 要素 となる ときに促音 化する もの
が見 られる ことは,次 の とお りである。
石(セ キ)…石器(セ ッー)学(ガ ク)…学校(ガ ッー)
目(ニチ)…日光(ニ ッー)発(ハ ッ〉…発行(ハ.ッー )
また,後 部要素 となる ときに濁音化 ・半濁音 化 ・ナマ行化 が見 られる こと
も,次 の とお りである。.
産(サ ン〉…安産(一ザ ン)発(ハ ッ)…出発(一パ ッ)
応(オ ウ〉…反応(一ノウ)位(イ)… 三位(一ミ〉
このよ うな変化形 にっいて も 「現代か なづかい」 は発音 に基づ くこととし
たた め,同 音 同仮名 の ものがさ らに増 えたわ けである。
このよ うに して同音 の字音 を持つ漢字が著 し く増 えた こ とは,漢 字:の読
み方 としての字音 が意味 を表 し分 ける機 能 を失 った ことにもなるわけであ
る。また,漢 字 の読 み方 としては字音 と字訓 に分 けるのが普通 の行き方 で
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あるが・意味 との関連 で取 り上 げると、 この二 っは全 く性質 を異 にす る と
いわなけれ ばなら ない。 その理 由 は・宇訓 がそのままでその漢字 の意 味 を
表 しているのに対 し,宇 音 のほ うはそのよ うな役割 を果 た していないか ら
である。
しか し・字音 が意味 を表 し分 ける機 能 を失 った として も,そ れ ぞれ の漢
字が意味 を持 って いる こ とに変わ りはない。その点 で,漢 宇 が異 なれ ば意
味 も異 なる とい う原則 が失われたわ けではな く,し たがって,同 音 の漢字
だから といって,む やみ に融通 し合 うこと もできない。前記例示 のよ うに
「コウ」 や 「セイ」 の字音 を持 つ漢字 がい くら多 くて も,そ れ らをそ の意
昧によって書 き分 け なげれ ば な らないので ある。そ うして,こ の ことが,
漢字 の意味 と字音 との関係 をそれ だけ複雑 に しているわけである。
た だし・そのよ うに同音 の漢字 が多 い といって も,特 に紛 らわ しい のは
同音 で意味の似 てい る漢 字の場合 である。 その場合 に意味 の細 か い違 いが
閤題 になることは,次 の例 に見 る とお りである。
{
機 一 ・複雑 な魍み立てで,一定の働きをするもの。 國 録音機 印刷機
器 … 形を持 っていて,一定の働きをするもの。 図 電熱器 消火器
{
受 一 ・向 こ うか らこちらへ渡 す こと。 うける。 圃 受 賞者 受講料
ド授 ・一 こちらか ら向 こうへ渡す こ と。 さず ける。 画 授 賞式 授業料
目これ が同音類義 の漢字 の書 き分 けである。 このこ とも,漢 字 が意味 を表す
文字であ ることか ら考 えて,極 めて当然 のこ とである。
6,漢 字の意味と語彙一 漢字熟語の場合
字体 と読み方 を取 り上げたあと,漢字熟語を取 り上げることにする。漢
字を字音で用いる揚合には,単独で用いるよりも組み合わせて熟語の形で
用いることが多いからである。その場合に個々の漢字の意味と語彙 として
の熟語の意味との関係はどうなっているかとい うことであるが,それぞれ.
の漢字の意味の緯み合わせがその熟語の意味を構成している,と考えてよ
いのである。
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例 えば,「公園」 とい う熟語 の場合 であるが,こ れ に っいて は 「公」 が
「お おや け ・みん なの」で あ り,「園」 が 「そ の ・にわ」 であるqそ れ に基・
づいて,「公園」.を「おおや けのその・みん なのにわ」 と考 えてよいのであ
る。そ の点で は,次 のよ うな熟語 も,同 じよ うに組み立 て られ ている。
今月(い まのつき〉 水道(み ず のみ ち)黒 板(く ろいいた)
新年(あ た らしい とし)休 日(やす むひ)知 入(し っているひ と)
これ らめ熟語 の意味 の理 解 に当たって も,個 々の漢字 の意味の組 み合 わせ
を考 えるこ とが効果的 である。
また,こ のよ うな漢字 の組み合わせ の大部分 は,中 国語 としての文法 に
基づ くもめである。そのた め,漢字 の意味 の組み合 わせ として見た揚合 に,
前記 のよ うに上 か ら下 へ続 くだけとは限 らない。中に は下 から上に返 るも
の も見 られ るこ とは,「読書(ほ ん をよむ)」の例 に 見 る とお りで ある。次
のよ うな熟語 も,そ の点 では同 じよ うに組 み立て られ ている。
開店(み せ をひ ら く)休 講(講義 をやすむ)
乗車(く るま にのる)入 学(学校 にはい る)
有名(な がある)多 情(こ ころがおおい)
これ らの熟語 の意味 の理解 に当たっては,下 から上 に返 る形 で個々 の漢字
の意味 を組み合わせ なけれ ばな らないのである.
ところで,漢 字:がそれ ぞれ意 味 を持 っていて,そ の組み合 わせ に一定 の
法則 が見 られ る とすれ ば,新 しい熟語 を造 り出す こ ともそれ ほど困難 では
ない。 こ うして,次 のよ うな組み合 わせ が,次 々 と整 え られ るに至 った わ
けである。
海 … 海水 海上 海岸 海面 大 海 外海 南海_,
小 … 小品 小話 小身 小心 弱 小 最小 極 小 ・一
入 ・一入学 入会 入園 入場 収入 導入 侵入 一 ・
これ らの中に・接頭語 ・接尾語 を加 えた もの も見 られ るこ とは・例 えば次
の とお りであ る。
再一■一 再 出発 再開発 再統制 再入学 再導入 一 甲
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無一… 無 自覚 無意識 無関心 無条件 無反省,..
一的 一 ・個人的 女性 的 実用的 自動的 経 済的 ,。.
一所 ・一 研究所 裁 判所 作業所 印刷所 営業所 一 ・
こうして,い ろいろの形 の漢字熟語 ぶ用 い られ るに至 り,辞 書 に採録 され
ない もの も多 い とい うのが実 情 であ る。
ま た,こ のよ うにして組み立て られた語 の中に同音 の漢字熟語 が数多 く
見 られて も,そ れ は当然 のこ とであ る。それ ぞれ の漢字 に同音 の漢字 が多
いこと と,そ れ らを一定 の法 則で結 び付 けるこ とだけ を考 えても,同 音 の
熟語 が多 くなるの は当然 である。 こうして,例 えば 「コウ」 と 「セィ」 と
の組 み合 わせで も,次 のよ うな同音熟語 が数多 く見 られ るこ とになる。
コウセィ ・■目・公正 攻 勢 後世 恒星 校正 構成,、,
セィ コウ・・一生硬.成 功 性行 政綱 精巧 製 鋼_.
しか し,何 ゆえこのよ うな形 の語 が生まれたか とい うことを,そ れ ぞれ の
漢字 の意 味に基 づいて考 えるこ とは,そ れ ほど難 しくないのである。
なお・ これ らの うちで特 に問題 となるの は・同音 で意 味の似 ているた め
に紛 らわ しい揚合 である,例 えぱ,「実体 ・実 態」「両様 ・両用」 のよ うな
例 がこれ である。 しかし,こ うい う場合 も,次 のよ うに,そ れ ぞれ の漢 宇
の意味 に基づいて考 えなけれ ばな らないのである。
/
実体 ま こと ・実 際 の 一か らだ ・もの。物 事 にっ いてシ それが本 当 は
ど うい うものであ るか とい うこ と。 図 生 命 の実体 実体 が分
か らない
実 態 ま こと ・実際 の 一さま ・よ うす。物 事 につ いて,そ れ が本 当は
ど うい うよ うす であるか とい うこと。 図 経営 の実態 実態 を
調査す る
1両様聖 鵬 蘇 羨ま轟 棄ふたとお　 り　 る
愉 ふたつ の.両 方 の一 もちレ、る.使 レ撹.ふ た 蹴 の使レ、道 力言
あること。 圖 両用 の機械 水陸両用
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これが同音類義語の書き分けである。 このよ うな書 き分 けが行 われ るの
も,漢字が意味を表す文字である点 を考えれば,当然のことである。
7・ 漢字の意味と派生 関係一 意味替えの場 合
最後に,漢 宇 の意 味についてその派生 関係 を取 り上 げ ることにす る。 こ
の揚合,漢 字 が意味 を表す文字 として作 られた ことを考える と,漢 宇 その
ものは一定 の意 味単位 に対応 すると考 えてよいのである。 しか し,そ れ ぞ
れ の漢字の意 味が,本 来 の意 味から派生 して,い ろいろの意味 に用い られ
てい ることも見逃す ことはできない.そ うい う例 の中に は・そ の意味 を 日
本 語 で考えた ときに,異なる語 を対応 させ たほ うがよい揚合 も少 な くない。
そ うなると・読 み替 えだけでな く,意 味替 え とい う考 え方 を導入す るこ と
が必要 である。
この場合,漢字 そのものが一定の意 味単位 に対応 して作 られ た とすれ ば,
それ ぞれ の漢字の意喋 について》これ を一つ のま とま りと考 えるこ とが基
本 である。そ うして,普 通 に用いられ る字訓 が一っ であれ ぱ,字 訓 の成 り
立 ちか ら考えて,.それがその漢字 の意味 を表す と考 えてよい ので ある。
例 えぱ,次 のよ うな漢字 の場 合であるが,そ の意味 は,そ れ ぞれ の字訓
が示 す とお りである。
鳥 … とり 雨… あめ 買…か う 取 …とる 多 …お おい
また,普 通 に字訓 を用い ない漢字の揚合 も,そ の意味 に当た る 目本語 があ
れ ば,そ れ によってそ の漢字 の意味 を表す こ とができる。 その点 では,次
のよ うな漢字 の場合 も,そ の意廉にっ いて は字訓 に準ず る示 し方が可能 で
あ る。
宅 …いえ 員…ひ と 看…み る 到 …いたる 巨・一お おきい
漢字 はそれ ぞれ意味 を持 ってい るのであ り,そ の意味 に当た る適 当な 日本
語 があれ ば,そ れ をもってそ の漢字 の意味 と考 えてよい のである。
ところで,こ のよ うに考 える場合,ど の範囲 までを同 じ意 味 とすべ きか
にっいては,二 っ の点 に注意す るこ とが必要 である。 その一 つは,中 国語
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と日本語 で語 の用 い方 に異同があ るとい うことであ る。そのため,文 法的
な性 質 を加 えて考 える と,次 のよ うな対応 が見 られ ることになる。
流… ながす ・ながれ る 出…で る ・だす 氷 … こお り ・こお る
怪 …あや しい ・あや しむ 清 …きよい ・きよ らか ・きよめる
こうい う揚合 はその意味 に当たる 日本語 が二 つ以上 となるけれ ども,異 な
る意味 と考 えるには及 ぱないのである。 その理 由は・漢字 と送 塑仮名で書
き表す揚合・漢字 の部分が共通 の意 味 を持 っていて・送 り仮名 の部分 が文
法的異同 を示す と考 えて もよいか らである。
また,漢 宇熟語 の中で用 い る場合,そ れ ぞれの細 かい意 味の違い を明 ら
かに しよ うと思 えば・それぞれ に別 の語 を当てるこ とも可能 である。例 え
ぱ,次 のよ うな場 合 賜 それ ぞれ の意 味の違 い を日本語 で説明 しよ うと思
えぱ,詳 し く言い表 して もよいのである。
先 一 ・先頭(さ き)先 日(いまよ りさき)先 見(こ れか らさき)
先決(ほ かよ りさき)先 制(さ きにす る〉
先方(こ ちらにたい してさき)筆 先(っ きだ した さき).,.
一 … 一個(ひ とっ の)一 別(ひ とたび)日 本一(ひ とつめ〉
一様(お なじ)純 一(ま 姿 りけない)一 族(ひ っ くるめて)
一例(あ るひ とつ の〉 一考(ち ょっ と),.,
このよ うにすれ ぱ,そ れぞれ に当た る日本語 で意味 の細 ゑい違 い を表 す こ
とがで きる けれ ども,単 に 「さき」「ひ とっ」 を対 応 させ る だけでも十分
である。 そ の理 由は,漢 字 そのものがそれぞれ の意味単位 に対応 している
ことか ら考 えて,そ の意 味単位 に当 たる目本語 があれ ば,そ れ をその漢字
の意 味 と考えてよいか らである。
しか しなが ら,漢 字 の意 昧が本来 の意味 から離れて い く場合 も少 な くな
いのである。 そ うなる と,中 には,そ の意味 を目本 語 で考 えた場合,異 な
る意味 と考 えたほ うがよい場合 も見 られ るのであ る。例 えば,次 のよ うな
胎 がこれ である。
空 …か ら ・そら 光・甲・ひか り ・あ りさま 金 … こがね ・おかね
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足 …あ し ・た りる 行… い く ・お こな う 急・一い そ ぐ ・けわ しい
別 …わかれ る ・ほかの.少 …す くない ・お さない
長_rながい ・か しら
このよ うな揚合 も,そ れ ぞれ の意味 の派生関係 を説明す るこ とは可能で あ
る・例 えば,「空」 の揚合,文 字 の構成 としでは基本部分 の 「工(ジ ョウギ
の象形 で、 マ ッスグの 意味に も)」に 付随部分 の アナ カンム リを添 えた形
声文字 になる。 したがって,「 マ ッス グなアナ ・うろ(空洞)」が本 来 の意
味で,そ こか ら何 もない意味 が生まれて 「から」にな 防 何 もない 「そ ら」
ともなった。 しか し・r空車」 はrか らの くるま」 であってrそ ら とぷ くる
ま」 ではないか ら、「か ら」 と 「そ ら」 とは 別 の意味 と考 える ほ うがよい
のである。 そ うして,こ うい う揚合 に適用 され るの が,意 味替 えとい う考
え方 であ る。
なお,漢 宇 の用 い方 として は,そ の木来 の意味か ら離 れてそ の読 み方 だ
け を用 いる場合 もある。 これ が当て字 の場合 であるが,そ のよ うな用 い方
が慣用 され る と,そ のまま その漢字 の意 昧 として 固定す る ことにもなる。
例 えば・次 のよ うな国名 を表す漢宇 な どは,こ の種 の当て字 から生 まれ た
用 い方 である。
米 英 独 仏 中 比 印.,.
こ うなる と,「米」に は 「こめ」のほかに 「アメ リカ」 の意 味がある と考 え
なけれ ばな らない。「米船」 はアメ リカのフネで あって,コ メ を積 んだ フ
ネではない。 こ うい う場合 にも,意 味替 えとい う考 え方 が必 要である。
一般 に,漢 字 にっいては,異 なる読 み方 で再出 した場合 に読み替 え とし
て扱 うのが普通 である。 しか し,漢 字 が意味 を表 す文字 である とい うこ と
を考えれぱ,意 味替 え とい う考え方 も重視 しなければな らないのである。
8。 結 語
以上,漢 字 とい うもの を意味 との関連において取 り上 げてきたわけであ
る。そ うして,こ のよ うに取 り上げてみ る と,そ こに学 習の上で役 に立 っ
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と思 われ る事柄もいろいろと浮かぴ上がることになる。それ らのうち・ こ
こでは特に次の三っの点 を強調 しておきたいと、思 う。
その第1は,ど うい う場合に新出漢字 として抵 うかというこ とである。
従来は字種 として新 しい漢字が出て きた ときにそのつど新出 としていた
が,それ らをすべて全 くの新出 とするには及ばないということである。漢
字の中には構成要素の組み合 わせ と考えられ るものが多いことは,こ こで
指摘 してきたとお りである。 したがって,そ うい う場合には,構成要素 と
してそれぞれ疵出であれば・それを組み合わせた漢字解全 くの新出ではな
いとい うことである。
次に,ど ういう場合に新出語 として扱 うかとい うことである。 この場合
も,漢字熟語 としてそのっど新出扱いをするには及ばないとい うことであ
る。その理由は,漢字熟語 とい うものが個々の漢字 の組み合わせで組み立
てられているために,個 々の漢字 としては既出の場合 も多いからである。
・最後に・読み方が変わったときに読み替 えとしてきたことに関連 し,さ
らに意味替えという考 え方 を導入するのが効果的だとい うことである。漢
字が意味を表す文字だとい うことを考えれぱ,読み替 えよりも意味替 えの
ほうが重要だとしても言い過 ぎではないのである.
最初にも触れたとお り,漢字学習の難 しさの一つは,そ の字種 が多いこ
とと,それを組み合わせた漢字熟語が多いことである。そのため,漢字 と
いうものを・一マ字のよ うな文宇 と同 じに扱お.うとしても・学習 の負担 が
増すばかりである。その場合 に,学習の負担 を多少 とも軽減 しようと思え
ば,.ここで取 り上げたよ うな考え方が役に立っに違いないのである。
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